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姫路市立四郷学院 前期課程 いじめ防止基本方針 

姫路市立四郷学院 前期課程  

１ 本校の方針 

   「夢を持ち続け自己実現を図る子どもの育成」を目指す子ども像に据えて取り組んでいる。 

   生活指導で重点をおいて取り組む内容は以下の通りである 

「開発的，予防的生活指導及び特別支援教育の視点を用いた指導」 

 （１）しっかり話を聞く 

 （２）個人の考えや努力を，個別，もしくは集団の中で評価する 

 （３）児童のチャレンジ精神に応える 

 （４）児童に指導する前に，教師が規範意識を守る 

 （５）障害の有無に関係なく，使える支援方法は利用する 

   

２ いじめについての基本的な考え 

 

 

①  文科省のいじめの定義をもとに，いじめは「どの子」にも「どのクラス」にも起こりうる問題と

して捉え，発見に努める。 

② いじめはいかなる場合においても絶対に許さないという姿勢を児童に示す。 

③ 問題の予兆を感じたり，問題が発生したりした場合は一人で抱え込まず，管理職・生活指導担当

者に報告し，迅速に対応チームを組織し，対応策を考える。  

④ 児童を発達途上の段階と捉え，問題を解決することでよりよい成長につながるよう指導する。 

⑤ 保護者や関係機関との連携を密にし，様々な角度からアプローチできるよう対策を練る。 

 

３ いじめ防止等の指導体制・組織対応等 

（１）日常の指導体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一

定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを

通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じて

いるものをいう。（文部科学省 いじめ防止対策推進法 第２条より） 

教師と子供間 

・学級経営の中で「困ったこと」「おかしいこと」

を素直に教師に伝えられる関係作りをする。 

・道徳の時間を核として，各種教育においても

人権教育を意識した取り組みを行う。 

・特別活動を通して人間関係を作る力を高め，

各種教育の言語活動を充実させることで，伝

える力を育てる。 

教師間 

・全ての児童に全ての教員で関わる姿勢を大切に

し，個々の児童の実態を共通理解する場を設定

する。 

・いじめ問題をみつける目や対応力を高める研修

を行う。 

・授業力を高めることが生活指導の充実につなが

ると捉え，授業研究や教材研究に努める。 

 



（２）未然防止及び早期発見のための指導計画 

 ①教育活動を通した心の育成 

（ア）道徳の時間を核とし，道徳の内容項目を年間を通して網羅する学習計画を立て，児童の道

徳的判断力，心情，実践意欲・態度の育成を図る。 

 

（イ）学校生活における月目標を掲げ，月ごとに評価を行う。各学級から努力した児童を選出

し，氏名を掲示し，個人や集団の規範意識の向上と自尊感情の高揚を図る。 

 

（ウ）兵庫型教科担任制を導入し，複数の目による児童の見守りと，習熟度別指導，または個別

指導を行い，基礎学力の定着を図ることで，自尊感情を高める。 

 

（エ）特別活動等を通して，児童自らがよりよい学級・学校づくりに参画していく経験を積むこ

とで，自ら課題を見出し，誰もが気持ちよく解決できるようにしていこうとする姿勢を育

む。 

②なかよしアンケートの実施 

人間関係に関するアンケートを用いて，児童の実態を知る手掛かりとする。その際，アンケー

トの文言や，記名や無記名，家庭に持ち帰らせるなど，調査方法は毎回検討し，児童が自分の心

身の苦痛を素直に表出できるようにする。 

 ③個人面談 

アンケートをもとに，気になる児童を個別で面談する。児童が心を開いて相談しやすいよう

に，普段からの会話を心がける必要がある。 

 ④その他の面談 

   個人面談をもとに，気になる児童，もしくはその周辺にいる児童の聞き取りを実施する。その

際，担任だけではなく，様々な状況に対応できるよう，養護教諭や児童支援教諭，生活指導担当

教諭など，状況に合わせて教諭を選ぶ。 

 

（３）いじめを認知した際の組織対応（具体図次ページ記載） 
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・観察 

・なかよし 

アンケート 

・個人面談 

・申し出 

・複数教員による聞き取り 

・多方面からの聞き取り 

（養護教諭，支援教員） 

・周囲児童への聞き取り 

・対応チームに 

よる対策案作成 

・安全，安心の確保 

・保護者への連絡 

・いじめ解消の 

確認（校長） 

・保護者への連絡 

・カウンセリング 

（担任，養護教諭） 

・事後指導 

定義に基づき小さな異変に気付く 

①一定の関係があるか 

②心理的・物理的影響を与えられて

いるか 

③苦痛を感じているか 

①学校にいる時の表情が明るいか 

②加害者との関与は良好か 

③３か月以上，被害者は苦痛を感じ

ていないことが続いているか 



【いじめ対応チームの組織対応図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【いじめ対応チームの役割と位置づけ詳細】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

関係機関（市教委，スクールカウンセラー，スクールソーシャルワーカー，子ども支援室，子ども家庭センター，警察等）への連絡  

関係学年団，関係職

員養護教諭，支援教

員 

・関係児童へ

の 

聞き取り 

・加害児童へ

の 

指導 

・被害児童へ

の 

かかわり 

･学級指導 

･保護者連絡 

・加害児童へ

の 

かかわり 

・被害児童へ

の 

かかわり 

・心のケア 

・居場所作り ・具体的な対応策，指導方針の作成    

・指導の記録         ・全職員への連絡，報告 

・市教委や関係機関への報告，相談 

・対応委員会の司会，進行 

校長 

副校長，教頭 

養護教諭，支援教員 

・道徳の時間の計画・検討 

・被害，加害児童への関わり

と指導 

生活指導 道徳・人権教育担当教

員 

認知 

姫路市教育委員会 いじめを受けた児童とその保護者 

調査結果の経過報告 

具体的対策の報告 

いじめ対応チーム 

・加害者への指導 ・加害者の家庭連絡 ・学級・学年・全校指導 ・カウンセリングの実施 

・保護者対応 ・安心・安全のための学級経営 

いじめ対応チーム 

養護教諭・スクールカウンセラ

ー 

・心のケア 
道徳・人権教育担当教員 

・道徳を基盤とした授業計
画 

姫路市教育委員会 いじめを受けた児童とその保護者 

校長 

副校長，教頭 

生活指導担当教員 
ア，状況，指導の記録 
イ，具体的対応策の検討 
ウ，全職員への報告 
エ，市教委，関係機関への報

告，相談 

担任，関係職員 
ア，いじめを受けた児童から

聞き取り調査 

イ，事実確認 
・加害者 
・いじめに関与する児童 
・いじめに気付いていた周囲 



４ 重大事態への対応 

（１）重大事態とは 

 ①児童が重傷を負った場合や，精神疾患に陥った場合，または自殺を図った場合 

 ②児童が金品等に重大な被害を被った場合 

 ③児童が一定期間（約 30 日），連続して欠席する場合 

 ④児童やその保護者から申し立てがあり，いじめの疑いが認められる場合 

 

（２）重大事態への対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告 

中立者派遣要請 

重大事態 
いじめ対応チーム 

ア，いじめを受けた児童から

聞き取り調査 

イ，いじめを受けた児童が入

院・死亡の場合，保護者の

要望・意見を聴く。 

ウ，児童が自殺，または自殺

の疑いがある場合,児童

の尊厳を傷つけないよう

背景を調査する。 

姫路市教育委員会 

報告 

姫路市教育委員会 

いじめ問題等支援チーム 

情報提供 

いじめを受けた児童とその保護者 

事実確認 

・加害者 

・いじめに関与する児童 

・いじめに気付いていた周囲 

所見 

調査結果の

経過報告 

姫路市長 

再調査 

中立者派遣 

いじめ対応チーム 

対策案作成，及び実行 

・学級・学年指導 

・全校指導 

・道徳を基盤とした授業計画 

・カウンセリングの実施 

・保護者対応 

・安心・安全のための学級経

営の見直し 

市教委による設置 

所見 


